
工
事
現
場
の
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
ー
対
策

　
建
築
現
場
で
の
盗
難
が
増
加
傾
向
と
い
わ
れ
る
。
例
え
ば
中

部
地
方
整
備
局
の
平
成

年
度
工
事
事
故
防
止
の
た
め
の
重

点
対
策
で
も
、２
０
１
０
年
度
の
現
場
事
務
所
で
の
盗
難
事
故

が
前
年
か
ら
倍
増
し
た
と
注
意
を
促
し
て
い
る
。
長
引
く
不
況

を
背
景
に
表
に
出
な
い
件
数
は
さ
ら
に
多
い
と
見
ら
れ
、各
現

場
、特
に
人
の
出
入
り
の
頻
繁
な
大
規
模
改
修
工
事
に
お
け
る

対
策
が
急
が
れ
る
。

も
し
不
審
者
が
侵
入
し
た
ら
…
２
４
時
間
遠
隔
監
視
三
共
の
防
犯
シ
ス
テ
ム

▲オ
ー
ト
ロ
ッ
ク
機
能
付
き
仮
設
ド
ア
「
ク
ラ
レ
ス
」

　
さ
ま
ざ
ま
な
立
場
・
職
種
の
人

々
が
出
入
り
す
る
工
事
の
現
場
。

防
犯
の
徹
底
は
容
易
で
は
な
い
。

と
り
わ
け
マ
ン
シ
ョ
ン
な
ど
の
大

規
模
改
修
は
、
足
場
や
仮
囲
い
、

養
生
シ
ー
ト
な
ど
で
周
囲
を
覆
い

外
部
の
目
と
い
う
抑
止
装
置
が
働

き
に
く
い
。
作
業
者
の
安
全
に
不

可
欠
の
足
場
で
も
、
近
隣
建
物
の

住
民
に
と
っ
て
「
こ
れ
を
つ
た
っ

て
不
審
者
が
侵
入
し
た
ら
」
と
の

不
安
は
存
在
す
る
。

　
た
だ
工
事
期
間
中
、
警
備
や
入

退
チ
ェ
ッ
ク
を
徹
底
す
る
の
は
コ

ス
ト
に
加
え
住

民
、
現
場
、
施

主
す
べ
て
に
負

担
が
か
か
り
、

ニ
ー
ズ
の
割
に

対
策
が
普
及
し

な
い
。
当
事
者
の
負
担
を
少
な
く

安
全
を
確
保
す
る
し
く
み
と
し
て

三
共
が
開
発
し
た
防
犯
シ
ス
テ
ム

「
Ｃ
Ｒ
Ａ
Ｌ
Ｅ
Ｓ
ク
ラ
レ
ス
」

は
、
仮
設
足
場
上
に
設
置
し
た
監

視
カ
メ
ラ
ユ
ニ
ッ
ト
と
イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
回
線
を
通
じ
て
ネ
ッ
ト
ワ

ー
ク
を
構
築
。
不
審
者
の
識
別
と

現
場
管
理
者
へ
の
連
絡
を
行
う
。

東
京
で
開
か
れ
た
展
示
会
で
も
好

評
で
、
関
西
に
続
き
今
秋
か
ら
は

関
東
で
も
本
格
的
な
営
業
を
開
始

す
る
。

　
侵
入
者
が
あ
れ
ば
、
カ
メ
ラ
ユ

ニ
ッ
ト
の
セ
ン
サ
ー
が
関
係
者
が

着
用
す
る
ベ
ス
ト
の
識
別
な
ど
を

通
じ
不
審
者
の
判
定
を
行
う
ほ

か
、
異
常
時
に
は
画
像
を

時
間

サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
に
転
送
。
セ

ン
タ
ー
は
画
像
を
確
認
す
る
と
と

も
に
現
場
管
理
者
へ
通
報
や
録
画

画
像
の
送
信
な
ど
を
行
う
。
ユ
ニ

ッ
ト
数
や
物
件
規
模
で
異
な
る
が

シ
ス
テ
ム
導
入
の
基
本
料
金
は

万
円
か
ら
。
シ
ス
テ
ム
の
作
動
は

警
告
シ
ー
ト
で
明
示
さ
れ
、
抑
止

効
果
も
期
待
で
き
る
と
い
う
。

　
ま
た
同
時
開
発
の
ク
ラ
レ
ス
ド

ア
は
、
電
源
不
要
の
オ
ー
ト
ロ
ッ

ク
ド
ア
で
、
外
側
か
ら
は
暗
証
番

号
で
開
閉
し
内
側
か
ら
は
自
由
。

万
が
一
の
災
害
の
場
合
、
建
物
住

民
が
仮
設
足
場
を
避
難
経
路
に
で

き
る
。
従
来
足
場
の
施
錠
は
南
京

錠
な
ど
の
利
用
が
ほ
と
ん
ど
で
、

あ
り
そ
う
で
な
か
っ
た
部
材
と
い

え
る
。

　
同
社
で
は
、
住
宅
な
ど
比
較
的

小
規
模
な
足
場
用
に
、
カ
メ
ラ
と

録
画
装
置
で
構
成
さ
れ
る
常
時
録

画
ユ
ニ
ッ
ト
も
開
発
し
て
い
る
。

「
職
人
さ
ん
の
工
具
な
ど
は
個
人

負
担
で
盗
難
は
本
当
に
気
の
毒
。

で
き
れ
ば
す
べ
て
の
現
場
に
何
ら

か
の
防
犯
シ
ス
テ
ム
が
導
入
で
き

れ
ば
」

石
田
真
一
三
共
ク
ラ
レ

ス
リ
フ
ト
部
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー

と

話
す
。
将
来
は
倉
庫
や
バ
ッ
ク
ヤ

ー
ド
に
も
対
象
を
広
げ
て
行
き
た

い
と
し
て
い
る
。

ニーズに

建設産業特集

購
入
電
力
量
％
削
減
節
電
・
省
エ
ネ
ビ
ル
も

　
一
方
、
制
震
と
免
震
の
両
面
か

ら
総
合
的
に
展
開
す
る
鹿
島
は
今

年
１
月
、
技
術
研
究
所

同
調
布

市

に
長
周
期
地
震
動
を
再
現
で

き
る
高
性
能
３
次
元
振
動
台
を
導

入
し
た
。
長
周
期
地
震
動
は
震
源

か
ら
遠
く
離
れ
た
場
所
ま
で
届
く

大
き
く
ゆ
っ
た
り
と
し
た
揺
れ
の

こ
と
。
柔
構
造
の
超
高
層
ビ
ル
が

共
振
作
用
に
よ
り
大
き
く
揺
れ
、

天
井
の
脱
落
や
設
備
損
傷
、
さ
ら

に
コ
ピ
ー
機
な
ど
設
置
し
た
事
務

機
器
が
動
き
回
り
、
被
害
を
広
げ

る
懸
念
も
あ
る
。
ビ
ル
設
計
な
ど

に
応
用
す
る
ほ
か
、
顧
客
の
委
託

研
究
な
ど
に
活
用
す
る
。

　
超
高
層
ビ
ル
の
長
周
期
地
震
動

対
策
で
は

年
、
大
成
建
設
が
本

社
を
置
く
新
宿
セ
ン
タ
ー
ビ
ル

同
新
宿
区
で
国
内
初
の
制
震
化

工
事
を
実
施
済
み
。
一
般
的
な
ブ

レ
ー
ス
と
オ
イ
ル
ダ
ン
パ
ー
の
組

み
合
わ
せ
だ
と
超
高
層
ビ
ル
で
は

下
層
階
に
大
き
な
力
が
か
か
っ
て

し
ま
う
た
め
、
柱
や
基
礎
の
補
強

も
必
要
に
な
る
。同
社
は
Ｋ
Ｙ
Ｂ
、

構
造
計
画
研
究
所
と
共
同
で
、
変

形
量
が
大
き
く
な
る
と
減
衰
力
を

弱
め
る
軸
力
制
御
オ
イ
ル
ダ
ン
パ

ー
を
開
発
し
、
こ
の
問
題
を
解
決

し
た
。
東
日
本
大
震
災
で
は
高
さ

２
２
３

の
最
上
階
で
６
秒
周
期

１
０
８

の
横
揺
れ
を
観
測
。

未
対
策
だ
っ
た
ら
同
１
４
０

の
横
揺
れ
が
想
定
さ
れ
、
約

％

の
制
震
効
果
を
発
揮
し
た
。

　
節
電
ビ
ル
で
注
目
を
集
め
た
の

は
戸
田
建
設
。
従
来
の
同
規
模
オ

フ
ィ
ス
ビ
ル
に
比
べ

％
節
電
で

快
適
に
過
ご
せ
る
「
ト
ダ
ビ
ル
デ

ィ
ン
グ
青
山
」

東
京
都
港
区

を
今
春
完
成
し
た
。
鉄
骨
８
階
建

て
の
ご
く
標
準
的
な
テ
ナ
ン
ト
オ

フ
ィ
ス
ビ
ル
だ
が
、
環
境
技
術
を

駆
使
し
て
床
面
積
４
０
０
０
平
方

程
度
の
中
規
模
ビ
ル
で
は
初
め

て
と
な
る
建
築
環
境
総
合
評
価
シ

ス
テ
ム

Ｃ
Ａ
Ｓ
Ｂ
Ｅ
Ｅ

の
最

高
ラ
ン
ク
「
Ｓ
」
認
証
を
取
得
し

て
い
る
。
採
用
し
た
環
境
技
術
は

実
に

項
目
に
の
ぼ
る
。
細
か
い

技
術
の
積
み
上
げ
で
目
標
と
し
て

い
た
既
存
の
同
規
模
オ
フ
ィ
ス
ビ

ル
に
比
べ
て
購
入
電
力
量

％
削

減

年
版
・
省
エ
ネ
ル
ギ
ー
セ

ン
タ
ー
算
出
平
均
値
比

を
達

成
。
建
設
費
１
割
ア
ッ
プ
に
抑
え

ら
れ
る
現
実
的
な
節
電
・
省
エ
ネ

ビ
ル
だ
。

トダビルディング青山の地中熱を
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